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衆
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院
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員
亀
井
亜
紀
子
君
提
出
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お
よ
び
北
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に
関
す
る
質
問
に
対
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る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
に
、
一
度
も
他
の
国
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
固
有
の
領
土
」

と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
竹
島
及
び
北
方
四
島
の
置
か
れ
た
状
況
に
つ
い
て
の
政
府
の
法
的
評
価
は
一
貫
し
て
お
り
、
竹
島

問
題
及
び
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
政
府
の
法
的
立
場
に
変
わ
り
は
な
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
竹
島
の
日
」
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
諸
般
の
情
勢
を
踏
ま
え
て
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

国
際
水
路
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ｈ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
が
、
平
成
二
十
九
年
の
総
会
以
来
、
海
洋
の
境
界
と
名
称
を
示
す
Ｉ
Ｈ

Ｏ
の
出
版
し
た
「
大
洋
と
海
の
境
界
（
Ｓ－

�
�
）
」
の
改
定
に
向
け
て
、
関
心
を
有
す
る
Ｉ
Ｈ
Ｏ
加
盟
国
間
の
非
公
式
協

議
の
開
催
を
呼
び
掛
け
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

一



五
の
�
に
つ
い
て

ば
く

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
日
本
海
の
名
称
を
め
ぐ
る
問
題
に
関
し
、
韓
国
側
の
主
張
に
対
し
て
断
固
反
駁
す
る
と
と
も
に
、

日
本
海
の
名
称
が
当
該
海
域
の
国
際
的
に
確
立
し
た
唯
一
の
名
称
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て
正
し
い
理

解
を
得
る
べ
く
、
引
き
続
き
努
力
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
漁
業
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
（
平
成
十
一
年
条
約
第
三
号
）
の
下
で
、
竹

島
周
辺
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存
及
び
漁
業
秩
序
の
維
持
が
な
さ
れ
、
我
が
国
漁
船
の
操
業
の
確
保

が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
領
海
警
備
拡
充
」
に
つ
い
て
は
、
海
上
保
安
庁
に
お
い
て
、
「
海
上
保
安
体
制
強
化
に
関
す
る
方
針
」
（
平

成
二
十
八
年
十
二
月
二
十
一
日
海
上
保
安
体
制
強
化
に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
議
決
定
）
を
踏
ま
え
、
大
型
巡
視
船
、
高
性
能

監
視
レ
ー
ダ
ー
を
搭
載
し
た
新
型
ジ
ェ
ッ
ト
機
、
監
視
カ
メ
ラ
等
の
整
備
を
す
る
な
ど
、
海
洋
監
視
体
制
等
の
強
化
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


